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【改訂】第 3 版（2010-04-15）
【科目】工業英語
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・5 年次
【担当教員】

下田 祐紀夫
石澤 静雄
高橋 秀夫
金子 忠夫
重松 洋一
黒瀬 雅詞
平社 信人
岡田 敬夫
小川 侑一
樫本 弘
櫻井 文仁

【授業目標・教育方針】
機械工学の専門分野に関する英文に触れ、基礎的な専門用語に対する語彙を増やすとともに、英文による簡単な論文
が読める力を養う。

【授業概要】
卒本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
業研究に配属された各研究室で、それぞれ課題となるテキストや文献を選び、ゼミ形式で課題に取り組む。機械工学
の専門分野の教科書や文献ではあるが、内容は初歩的な、誰にでもわかるものである。文献に書かれた内容を深く理
解するということより、英文が正確に解釈できるようになること、機械工学に関連する基礎的な英単語の語彙を増や
すことが目的である。

材料力学研究室（黒瀬）　
・The Finite Element Method Its Basic & Fundamentals, 6th Ed., O.C.Zienkiewicz, R.L.Taylor, and J.Z.Zhu, Elsevier
Butterworth-Heinemann, Chs.1-2, (2005)
加工技術研究室（下田、櫻井）
・Engineer-in Training Reference Manual （アメリカ FE 試験用テキスト）, Ch.38, Manufacturing Processes
燃焼工学研究室（石澤）
・Internal Combustion Engine Fundamentals, J.B.Heywood, McGraw-Hill, Ch.1, Engine Types and Their Operation
熱工学研究室（高橋）
・Internal Combustion Engine Fundamentals, J.B.Heywood, McGraw-Hill, Ch.1, Engine Types and Their Operation
流体工学研究室 ( 岡田 )
・FLUID TRANSIENTS, E.B.Wylie and V.L.Streeter, Ch.3, Solution by Characteristics Methods, pp.31-43
工業材料研究室（金子）
・THIN FILM PROCESSES, J.L.Vossen and W.Kern, Academic Press, Part II, PHYSICAL METHODS OF FILM DEPOSITION,
pp.12-62
メカニズム研究室（重松）
・Mechanisms and mechanical devices sourcebook, 2nd.ed., N.P.Chironis and N.Sclater, McGraw-Hill, Ch.11, (1991)
制御工学研究室（小川）
・AE15 Gear Design, Manufacture and Inspection Manual, Society of Automotive Engineers Inc., (1990), Ch.1, "Geared Power
Transmission Technology", J.J.Coy, Ch.28, "Gear Grinding Techniques Parallel Axes Gears", J.M.Lange
・A Comparion of Analytical Prediction with Experimental Measurement of Transmission Error of Misaligned Loaded Gears,
H.Vinayak and D.R.Houser, DE-Vol.43-1, Intl. Power Transmission and Gearing Conf., Vol.1 ASME (1992), pp.11-18
機械力学研究室（樫本）
・Mechanical Vibrations Theory and Application, F.S.Tsu, I.E.Morse, and R.T.Hinkle, Allyn and Bacon, Inc., Ch.1, Introduction
宇宙工学研究室 ( 平社 )

【教科書・教材・参考書 等】
共通教科書　牧野州秀、生水雅之著、機械系の工業英語、コロナ社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
とくになし（座学）

【成績評価方法】
［前期］課題達成度６０％、期末試験４０％

【本校の学習・教育目標】
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【授業計画】（授業名：工業英語）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～ 15 回 研究室の教員により指示された
教材による。ただし第 8 回は中
間試験

教官の指示による
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